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農水省作成「鶏の害虫駆除に関するリーフレット」より



抗菌剤、駆虫薬などは、使い方、使用量、使用禁止期間（休
薬期間）などの使用基準を守って使用しなければいけません。

使用基準を守らないと・・・

出荷した乳・肉・卵・蜂蜜に医薬品が残留基準値を超えて
残留した場合、回収や廃棄の対象となります。

最近の関連情報
 国内：７月２４日、関東の保健所が食品衛生指導計画に沿って残留動

物用医薬品を検査したところ、JA直販店、道の駅などで販売している
生産者の卵から、残留基準値を超える抗菌剤（サルファ剤）を確認。
（保健所が回収を指示。家畜保健衛生所は全ての養鶏場に対し抗生物
質などの動物用医薬品の適正使用を指導。）

 国外：EU、９月５日公表：オランダ、ベルギーの養鶏場で使用された使
用禁止薬物（フィプロニル）汚染鶏卵は、４５カ国・地域で流通との報道。
（共同、NEWSWEEK、等）
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使用基準を守って使用すれば、安全・安心で問題のない畜
産物として出荷できます。
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